美と健康～ホルモンはからだのメッセンジャー～　　　　　　　ほすぴ135号

1. 次の文章は、ホルモンについて述べたものである。（　　）にあてはまる語句を答えなさい。

ホルモンは、「体の中の働きを刺激して起こす」という役割を持ち、自
律神経の働きや、（　　　　　　）、代謝など、あらゆる仕組みに深くか
かわっています。そして、ホルモンを分泌する器官を（　　　　　　）
といい、（　 　　　 　）、脳幹、（ 　　　　 　）、甲状腺、副甲状
腺、胸腺、（　　　　　　）、膵臓のランゲルハンス島、精巣（睾丸）、
（　　　　　　）があります。そのほかに、胃や小腸、（　　　　　　）
などからもホルモンが分泌されていますが、腺からではなく、（　　　　　　）
からホルモンを分泌するので、これらの臓器は内分泌腺には含まれてい
ません。また、脳の（　　　　　　）からもホルモンが分泌されています
が、これも神経内分泌器官に分類され、内分泌腺には含まれていません。
しかし、腺も細胞の集まりですし、腺以外の臓器や器官からのホルモン
も細胞から分泌されるため、最近は、内分泌腺を含めて（ 　　　　　 ）
という名称で呼ぶようになっています。

2．次の文章は、睡眠とセロトニンについて述べたものである。（　　）にあてはまる語句を答えなさい。

（ 　　　　　 ）は寝ているとき、（　　　　　　）は起きているとき
に優位に働く自律神経です。夜眠っている間の意識はなく、朝起きると

覚醒するのは、（ 　　　　　 ）が副交感神経から交感神経への切り替え
をスムーズに行うように働きかけているからです。さらに、セロトニンは、
脳の表面を覆っている（　　　　　　）が集まった（　　　　　　）
に作用しています。大脳皮質は、膨大な情報を（　　　　　　）したり
（　　　　　　）をしたりする機能を持つため、セロトニンが正常に分泌されていると、（　　　　　　　　　　　）ことができるのです。そのほか、
セロトニンは（　　　　　　）や（　　　　　　）、体温、（　　　　　　）
の軽減など、多くの身体的機能もコントロールしています。

3．成長ホルモンの分泌を増やすための方法を3つ挙げ、その理由を説明しなさい。

・
・
・
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